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175　 　 　 最 大 エ ン ト ロ ピ ー法 に よ る NST 波 形 ス

ペ ク トル 解 析 …
r θ6tMg 　 Phase と真 の non

−

reaet ユ ve 　 pattern と の 鑑別 …

176　　　　 フ ラ ク ダ ル 次元 に よ る胎児心拍数変

動 の 解析　　
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〔目 的〕前 回 最 大 エ ン ト ロ ピ ー法 に よ る NST 波 形 ス

ペ ク トル 解析 で 正 常妊娠 の 蝿 T と 比較 し 胎児 に ス

ト レ ス が か か っ た 妊 娠 中 毒症 群 で は STV が 相対 的

に 減少 し低 い 周 波数 成 分 が 優 位 な ス ペ ク ト ル va な

る こ と を 報 告 した 。 今回 、正 常 の resting 　 phase

と真 の non −・reacttv θ patt θ rn との 鑑 別 に つ い て

検 討 し た 。

〔方 法〕正 常群 resting 　 Phaee （刺激 や 長 時 閭 の

NST で reactlve 　 pattern が 見 ら れ た も の ）21例 ・

真 の aorr θ activ θ pattern 　C刺激 や 長 時 間 の NST

で 胎 動 が 見 ら れ て も reactive 　 pattern に な ら な

か っ た も の ）5 例 冗 つ い て 37 週以 後 の NST 胎児 心

拍数 を 解 析 対象 と し た 。 ト
ーイ ツ MT 　815 分 娩監 視

装置 の 心 拍数 ア ナ ロ グ 外部 出 力 を 1 秒 毎AD 変換 後

コ ン ピ ュ
ー

タ 入 力 し 512 点 va つ い て 最 大 エ ソ ト ロ ピ

ー
法 プ 卩 グ ラ 厶 に よ りス ペ タ トル を検討 し た 。

〔成績〕正 常群 reBtMg 　 phaBe で は 周波 数成 分 強 度

は 0．1Hz 以下 の 周 波数 帯域 で 周 波数 f の 平 均
一1．02

乗 に 逆 比 例 し 1 ／ f の ス ペ ク トル を 有 し て い た 。

真 の norreactiv θ patt θ rn 群 に お い て は 平均 f

の
一L51 乗 に 比 例 す る ス ペ ク トル を 有 し て お り微

細 変動 の 相 対的 減 少 パ タ
ー

ン を 示 し 両 群 に 明 ら か

な 有 意差 を 認 め た （p 〈 0．001 ）。

雷吉論」一見 同 じ ょ うな flat な 波 形 を 示 し従 来胎 動

と の 関連 か ら の み 鑑別 可 能 で あ る と さ れ た resting

Phas θ と真 の non
−
reacti ▽ e　 patt θ rn の 波 形 は ，

微 細 な 変動 を 詳 細 に ス ペ ク ト ル 解析 す る 事 に よ り

心 拍 数 波形 の み で も鑑 別 出 釆 る 事 を 示 し た
。

［目的］最近，
“
フ ラ ク タ ル

”
とい う概念が 自然現象

を記述する の に よ く使わ れ る 。 こ れ は 構 造が 自己

相似的で ある と こ ろ に特徴がある。本研究で は ，妊

娠進行に伴 う胎児心拍数変動の フ ラ ク タ ル 構造の

変化に つ い て 検 討 し た 。 ［方法1対象は妊娠 18〜40

週の 3G正常妊婦 と し た 。心拍数変動 の 収録 は ，ド ッ

プ ラ
ー

方式 の ’討 白計か ら250msec 毎に マ イ コ ン を

用 い て 行 っ た。収録時間 と間隔 は1回40分 ，2週 毎と

した 。 フ ラ ク タ ル 次元 （D ）は 約 10分の 心拍数変動

の ス ペ ク トル 解析 を行 っ て 算出 し た 。
つ ま り 1 時間

軸 ヒで 自己相似性 を有す る に は パ ワ
ー

ス ペ ク トル

（PS ）が ベ キの 形 を と り，ベ キ の 指数 （β）と D が β

＝5− 2D （1＜ D ＜ 2）を満たす こ とを利用 し た

（by　Mandelbrot　BB ）。 ［成績］PS の 対数表示 か ら ，

周波数帯域に よ っ て フ ラ ク タ ル 次元に相違を認め

た。 す な わち 、2× 10
− z −−10

−
】Hz で は ，妊娠22週未

満 ： 1．75± 0．21 〔mean ± SD ），妊娠 22〜28週 ：

1．24± 0，17，妊娠28〜34週 ：1．51±O．15，妊娠 34〜

40週 （　active 期）：1．93± 0．17または 1．38±0．25の 2

type，妊 娠 34〜40週 （resting 期）： 1．47 ± 0．27で

あ っ た 。 ＜ 2× 10
− ZHz

で は ，妊娠 22週未満 ：2．Ol土

0．41，妊娠 22〜28週 ：L24 ± 0．17，妊娠28− 34週 と

妊娠 34〜40週 （active 期）：β≒ O．00の た め フ ラ ク

タ ル 構 造 を認め ず ，妊娠．34　一　40週 （resting 期）：

1．89± O．21で あ っ た 。 ［結論］心拍数変動は 定常 的

な もの と非定常的なもの と に分類 さ れ る 。G≦ β〈

1の場合 ，
ス ペ ク トル と相関関数 の 関係か ら定常的

で あ る。1〈 βの 場合 ，非定常性 を フ ラ ク タ ル 次元

に よ り分類 す る こ とが可 能で あ る u さ ら に ，β＝1

1D ＝2）の 場合 ，定常 と非定常 の 境界線上 にある ユ／f

ゆ らぎを意味す る 。 本法 に よ り，胎児心拍制御系の

発達 を、非定常・非線形解析 の 立場か ら解明 し得た 。
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